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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

旧
年
中
は
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 平

成
１ ９
年
は
、
設
楽
ダ

ム
に
と
り
ま
し
て
大
変
重

要
な
年
と
な
り
ま
す
。 

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
し

ま
し
て
は
、
三
段
階
の
最
後

の
手
続
き
で
あ
り
ま
す
「
評

価
書
」
の
作
成
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
設
楽
ダ
ム
の
事

業
費
や
工
期
を
定
め
る
「
基

本
計
画
」
の
策
定
を
行
っ
た

後
、
水
没
さ
れ
る
皆
様
の
生

活
再
建
の
第
一
歩
と
な
る

「
補
償
基
準
」
の
年
内
の
提

示
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
が
得
ら

れ
れ
ば
、
昭
和
四
十
七
年
に

設
楽
ダ
ム
の
地
元
申
し
入

れ
以
来
初
め
て
用
地
買
収

や
準
備
工
事
に
着
手
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

設
楽
ダ
ム
建
設
は
、
こ
の

地
域
で
も
最
大
規
模
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
地
元
の

皆
様
や
設
楽
町
、
愛
知
県
と

も
協
力
し
て
、
水
没
さ
れ
る

皆
様
の
生
活
再
建
は
勿
論

の
こ
と
、
ダ
ム
を
契
機
に
設

楽
町
や
周
辺
地
域
が
活
性

化
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
元

気
に
な
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

設
楽
ダ
ム
の
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
①
環
境
に
優
し

い
ダ
ム
、
②
ユ
ー
ザ
ー
に
優

し
い
ダ
ム
、
③
水
源
地
に
優

し
い
ダ
ム
。
こ
の
３
点
を
念

頭
に
お
い
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す

と
こ
と
を
御
祈
念
致
し
ま

し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

事務所長 

山内 博から 

 

昨
年
１ ０
月
に
開
設
し
た
設
楽

ダ
ム
工
事
事
務
所
設
楽
庁
舎
は
、

１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
間
職
員
は

常
駐
し
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お

ね
が
い
し
ま
す
。 

４
月
か
ら
は
、
用
地
職
員
が
常

駐
し
勤
務
し
ま
す
。 

ご迷惑をお 

掛けします 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
目
認
定
は
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る

状
況
、
い
わ
ゆ
る
『
現
況
地
目
』
に
よ
り

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
各
地
区
を
共
通
の
視
点
に

よ
り
、
公
平
・
客
観
的
に
個
々
の
土
地
を

認
定
す
る
た
め
、
設
楽
ダ
ム
対
策
協
議
会

役
員
会
の
皆
様
と
協
議
し
ま
す
。

 

各地区から選任された設楽ダム対策協

議会役員の方々と協議します。 

調査時点の現況地目を基準に土地の地

目の協議をします。 

 

土地の測量、物件調査の結果を各所有者

ごとに「土地調書」、「物件調書」として

報告します。 

「土地調書」に記載された土地の地番・

地目・面積や、「物件調書」に記載され

た建物・工作物・立竹木の数量に相違が

ないかを確認していただきます。 

 

地目別に設楽ダム対策協議会役員の

方々と等級格差の協議をします。 

土地の補償は宅地・田・畑・山林等の地

目別に等級付けをし、取得価格を決定し

ます。 

 

各補償項目、補償内容等について、当地

域の現況などに基づく補償の内容につ

いて設楽ダム対策協議会と協議します。

 

 

設楽ダム対策協議会役員の方々と等級

格差の協議が整いましたら各土地所有

者ごとに等級の説明をします。 

 

 

 

各補償項目ごとについて、当地域の現況

などに基づく具体的な補償を内容とす

る「設楽ダム建設事業に伴う補償基準」

を設楽ダム対策協議会にご提示をしま

す。 

地
目
と
は
、
土
地
の
主
た
る
用
途
に
よ

る
区
分
を
い
い
ま
す
が
、
登
記
簿
上
の
地

目
、
固
定
資
産
税
評
価
上
の
地
目
、
現
況

地
目
等
、
必
ず
し
も
同
じ
地
目
に
な
っ
て

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
登
記
簿

上
の
地
目
は
畑
で
す
が
、
現
況
は
相
当
期

間
耕
作
さ
れ
ず
に
原
野
と
な
っ
て
い
る
と

い
っ
た
も
の
で
す
。 

現地確認の様子 

  補 償 基 準 妥 結 

 

 

   

   

    

H19 秋頃を目標 

補 償 基 準 提 示 

個 別 説 明  

個 別 説 明  

等 級 格 差 協 議 

物 件 補 償 の 協 議 

H18.10～H19.2 月頃まで 

地 目 認 定 協 議

補 償 基 準 妥 結 


